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本
学
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
事
業
な
ど
を
業
務
と
す
る
自

然
電
力
株
式
会
社（
本
社
・
福
岡
市
）の

包
括
連
携
に
関

す
る
覚
書
締
結

式
が
、
7
月
21

日
に
本
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
に
設
立
さ
れ
た
同
社
は

「
青
い
地
球
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
の
理

念
を
掲
げ
、
太
陽
光
・
風
力
・
小
水
力

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の

開
発
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
国
内
外
で
1

ギ
ガ
ワ
ッ
ト
以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、地
域
開
発
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
一
体
と
な
っ

た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
地
域
に
根
付
い
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
学
生
主
体
で
実
践
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、両
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

若
い
世
代
や
地
域
社
会
に
向
け
た
新
た

な
企
画
提
案
や
情
報
発
信
を
行
い
、
新

潟
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る

と
意
見
が
一
致
し
、
包
括
連
携
へ
と
至

り
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
は
、
越
智
敏
夫
学
長
が
包

括
連
携
の
意
義
や
可
能
性
に
つ
い
て
述

べ
、
続
い
て
同
社
を
代
表
し
て
執
行
役

員
の
瀧
口
直
人
氏
が
「
地
方
活
性
化
の

た
め
の
人
材
育
成
」
や
「
営
農
型
太
陽

光
発
電
」
な
ど
、
本
県
で
の
活
動
に
つ

い
て
基
本
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
人
材
育
成
や
地
域
連
携
を
テ

ー
マ
に
し
た
本
学
学
生
、
社
会
人
向
け

の
寄
付
講
座（
全
3
回
）を
10
月
、
11
月

と
来
年
2
月
に
開
催
し
ま
す
。

　

本
学
は
夏
休
み
中
の
小
学
生
を
対
象

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ス
タ

ー
に
な
ろ
う
！
」
を
7
月
30
日
に
、
本

校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
き
ま
し

た
。
本
学
は
令
和
4
年
に
新
潟
市
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
連
携
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
今
回

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及

啓
発
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
新
潟
市
と
共
同
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
合
わ
せ
て
45
名
の

小
学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
て
、
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た

小
学
生
た
ち
は
、
学
生
に
指
導
さ
れ
な

が
ら
思
い
思
い
の
色
の
ロ
ウ
ソ
ク
材
料

を
カ
ッ
プ
に
詰
め
、
真
剣
な
表
情
で
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ロ

ウ
ソ
ク
材
料
は
、
民
間
の
仏
具
販
売
業

や
冠
婚
葬
祭
業
の
福
宝
、
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ

新
潟
、
ア
ー
ク
ク
ラ
ブ
迎
賓
館
新
潟
か

ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
使
用
済
み
ロ
ウ

ソ
ク
を
再
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　

続
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
ゲ
ー
ム
「
Ｇ

ｅ
ｔ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
」
を
体
験

し
ま
し
た
。
最
初
の
ゲ
ー
ム
は
グ
ル
ー

プ
の
中
で
「
誰
が
一
番
高
得
点
を
取
れ

る
か
」
、
次
の
ゲ
ー
ム
は
「
参
加
者
全

員
で
目
標
の
点
数
を
取
れ
る
か
」
と
い

う
ル
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を

継
続
す
る
工
夫
や
、
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
経

験
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
「
持

続
可
能
性
」
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、

で
き
上
が
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
と
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
マ
ス
タ
ー
」
の
認
定
証
を
受
け
取

り
ま
し
た
。　

会
で
、
当
研
究
室
で
は
毎
年
、
発
表
を

し
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
本
学
か
ら
参
加
し
た
4
年
生
の

3
名
（
今
田
壱
、相
澤
裕
花
、

青
木
綾
香
）
は
提
出
論
文
の

査
読
を
経
て
、
本
学
会
に
正

式
に
招
聘
さ
れ
、
英
語
で
発

表
を
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
大
学
の
基
礎
英
語

教
育
に
お
け
る
効
果
的
な
パ

ラ
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
の
探
求
：

生
成
Ａ
Ｉ
使
用
前
の
理
論

と
実
践
」
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
者
の

上
位
20
％
に
与
え
ら
れ
る

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

海
外
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
国
際
舞
台
へ
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
、佐
藤
泰
子
研
究
室
は
、8
月

16
日
か
ら
18
日
ま
で
中
国
の
温
州
大
学

で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会
「The 21st 

International Conference for M
e-

dia in Education

（ICoM
E 2023

）」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
学
会
は
、
日
本
教
育
メ
デ
ィ
ア
学

会（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）、
中
国
教
育
工
学
会

（
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｔ
）な
ど
が
連
携
す
る
国
際
学

「Young Scholar A
w
ard

」

　

「
漢
語
橋
」

世
界
大
学
生
コ

ン
テ
ス
ト
日
本

予
選
を
兼
ね
た

全
日
本
大
学
生
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
が
5
月

27
、
28
日
に
札
幌
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
漢
語
橋
」
は
中
国
語
を
学
ぶ
世
界
の
大
学

生
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
中
国

と
世
界
の
若
者
を
結
ぶ
懸
け
橋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
学
か
ら
国
際
文
化
学
科
3
年
の
霜

鳥
仁
さ
ん
と
橋
本
佳
樹
さ
ん
の
2
名
が
出
場

し
、
霜
鳥
さ
ん
は
第
2
位
に
入
賞
、
橋
本
さ

ん
は
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
国
際
文
化
学
科
　
4
年
　
今
田 

壱
）

学習ゲームをする本学学生と小学生

学
生・社
会
人
向
け
の
寄
付
講
座
も

目
指
せ  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ス
タ
ー

新
潟
市
と
親
子
セ
ミ
ナ
ー
共
催

自
然
電
力
㈱
と
覚
書
締
結

自
然
電
力
㈱
と
覚
書
締
結

し
ょ
う
へ
い

越智学長（写真左）と瀧口代表理事（写真右）

か
ん
ご
ば
し

写真左が霜鳥仁さん、
右が橋本佳樹さん

中国での国際学会に参加した佐藤泰子研究室メンバー
左から今田さん、相澤さん、青木さん、佐藤先生

「
漢
語
橋
」世
界
学
生
コ
ン
テ
ス
ト

霜
鳥
仁
さ
ん  

橋
本
佳
樹
さ
ん
が
入
賞

ICoME2023で論文発表国際学会

屋内
イベント

文化講演会
体育館ステージ

開学30周年
記念事業の概要 2面

自然電力㈱と覚書締結自然電力㈱と覚書締結 4面

 ―学外実習見えてきた課題と自信  ―学外実習
高校生英語スピーチコンテスト

3面

3面

屋外ステージ
模擬店
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本
学
と
新
潟
青
陵
大
学
、
新
潟
薬
科
大
学
の
3
大

学
合
同
に
よ
る「
S
K
Y
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」が
、
8

月
30
日
に
新
潟
青
陵
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
「
公
務
員
」
を
軸
に
進
路
を
考
え
て
も
ら
う

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
20
名
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
で
は
公
務
員
試
験
の
概
要
や
試

験
対
策
方
法
の
講
義
、
後
半

で
は
人
物
試
験
を
想
定
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
初
挑
戦
の
学
生
が
多
い

中
、
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
な

が
ら
意
見
を
ま
と
め
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

で
は
学
生
の
希
望
す
る
進
路

実
現
に
向
け
た
企
画
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

 １）研究論文・図書
小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2023年5月）"From a Foreign Language to own Language: Resolving Conflicts Over English 

Education in Japan," Asian Englishes, Taylor & Francis, Vol.25, No.2（234-247）
藤本　直生（国際文化学科・准教授）
・（2023年7月）Fujimoto-Adamson "From JTE to team-teaching researcher: Autoethnographic 

reflections," Team Teachers in Japan: Beliefs, Identities, and Emotions, Routledge, Vol.3
（32-43）

山田　裕史（国際文化学科・准教授）
・（2023年7月）山田裕史、新谷春乃「安定的な世襲の実現に向けて――2023年カンボジア総選

挙」『IDEスクエア――世界を見る眼』アジア経済研究所（12頁）
・（2023年8月）山田裕史、新谷春乃「世襲環境が整う――2023年カンボジア総選挙」『IDEスク

エア――世界を見る眼』アジア経済研究所（11頁）　

 ２）学会・研究会・講演等
今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2023年9月2日）「主観的アンダーエンプロイメントの測定：日本語版尺度の信頼性と妥当性の

検証」産業・組織心理学会第38回大会（静岡県立大学）
木村　誠（経営学科・教授）
・（2023年6月17日）「生成系AIを用いたVensimモデルからJulia コードへの変換」JSDカンファレ

ンス2023（専修大学・神田校舎）
小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2023年9月2日）"CLIL, EMI or Mandarin+? Taiwan’s Path Towards a Bilingual Nation," 

NEAR Conference 2023（新潟県立大学）
佐藤　泰子（国際文化学科・講師）
・（2023年8月16日） 1 ) Yuka Aizawa "The Current Status and Issues of Inbound Business in 

Japan with after the Virus: New Challenges for Niigata Prefectural Tourism Content 
Development by NUIS Students,"  2 ) Ayaka Aoki "What Makes Two East Asian Countries 
Make or Break their English Education?,"  3 ) Ichi Konta "Exploring Effective Paraphrasing 
Techniques in Higher Institutions: Putting Theory into Practice Without Generative AI,"  The 
21st International conference for Media in Education （Wenzhou University）

藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2023年8月30日～9月1日）「一般女子学生及び女子学生競技者における筋力評価尺度としての

バーベル挙上能力について－ウエイトトレーニングの三大基本種目の１RM合計重量による評
価－」日本体育・スポーツ・健康学会第73回大会（京都市・同志社大学）

藤田　美幸（経営学科・准教授）
　（2023年9月1日～3日）
・「まちあるきが健康消費行動に与える影響: Well beingの視点からの一考察」藤田美幸、須賀由

紀子、土屋薫
・「大学生を起点とするまちあるきによる循環型社会関係資本形成モデルの開発」須賀由紀子、

土屋薫、藤田美幸
・「オンラインまちあるきによる関係人口創出の試み」土屋薫、須賀由紀子、藤田美幸
　地域活性学会 第15回研究大会（芸術文化観光専門職大学）
山田　裕史（国際文化学科・准教授）
・（2023年7月15日）山田裕史、新谷春乃「2023年総選挙を控えたカンボジア政治：最大野党の排

除と人民党の世代交代」第17回日本カンボジア研究会（早稲田大学・オンライン）
・（2023年6月18日）「国連暫定統治後のカンボジアにおける非民主化と権威主義強化」日本比較

政治学会 第26回大会（山梨大学）

教員の活動（本人申告による）
 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（経営学科・教授）
・（2023年4月より新規～2027年3月）日本学術振興会基盤研究C一般「衰退産業における新たな成

長戦略としての持続的成長モデルとイノベーションの探究」研究代表者
・（2023年4月より新規～2026年3月）日本学術振興会基盤研究C一般 "A comparative study on 

subjective well-being in organizations: How to nurture, share and leverage positive emotions 
in a remote work environment"（邦訳：組織における主観的幸福感の比較研究： リモートワー
ク環境でポジティブな感情を育み、共有し、活用する方法）研究分担者

小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2023年7月より新規～2024年6月）公益財団法人かんぽ財団令和5年度調査研究助成「コロナ禍

の経験によるウェルビーイングの意識変化の解明」個人研究

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
内田　亨（経営学科・教授）
・（2023年5月31日）『ちょこっとGlobal 新潟から世界へ』経営学科 内田ゼミ作成

（https://www.nuis.ac.jp/29066-2/）
・（2023年6月8日より継続～2024年6月7日）新潟県生産性本部常任理事
小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2023年6月10日～7月15日）公開講座「Taiwan's New Leaders: Glocal Voices 台湾のニューリー

ダーから学ぶ英語」（新潟国際情報大学社会連携センター）
小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2023年8月7日より新規）佐潟周辺自然環境保全連絡協議会　座長

佐藤　泰子（国際文化学科・講師）
・（2023年5月27日～7月29日）「新潟の隠れた宝・魅力を『英語』で発信 ～おもてなし英語とそ

の実践～」（新潟国際情報大学社会連携センター）
藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2023年8月10日～12日）第45回北日本学生陸上競技対校選手権大会　副大会長（弘進ゴムアス

リートパーク仙台）
藤田　美幸（経営学科・准教授）
・（2023年6月1日～新規）新潟市西蒲区新庁舎基本構想検討会議　委員（座長）（新潟市）
・（2023年9月1日～3日）地域活性学会　第15回研究大会　大会実行委員会委員（芸術文化観光専

門職大学）
・（2023年9月より新規～2024年8月）地域活性学会　第8期理事
山田　裕史（国際文化学科・准教授）
・（2023年5月より新規～11月）「2023年カンボジア総選挙：ポスト・フン・セン時代に向けた集

団的権力継承」研究会主査（アジア経済研究所）
・（2023年5月11日）『毎日新聞』朝刊「カンボジア　ポル・ポト死去25年」にコメント掲載
・（2023年6月27日）『日本経済新聞』電子版「カンボジア独裁首相、秒読み『権力世襲』への用

意周到」にコメント掲載
・（2023年7月）7月12日付『中國新聞SELECT』、7月23日付『朝日新聞デジタル』、同『日本経

済新聞』（電子版）、同『NHKニュース』（NHK NEWS WEB）、7月24日付『読売新聞』、
同『新潟日報』など地方紙12紙、7月27日付『朝日新聞』にカンボジア総選挙に関するインタビ
ュー記事とコメント掲載

・（2023年8月）8月21日付『朝日新聞デジタル』、8月23日付『毎日新聞』、8月27日付『朝日新
聞』、8月28日付『信濃毎日新聞』（夕刊）、8月30日付『中國新聞SELECT』にカンボジア新
政権に関するコメント掲載

・（2023年8月より新規～2024年3月）「アジア諸国の動向分析」研究会委員（アジア経済研究所）

　

私
は
8
月
17
日
か
ら
10
日
間
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ア

イ
ネ
ッ
ト
（
本
社
・
新
潟
市
）
の
学
外
実
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
参
加
し
た
実
習
で

は
、シ
ス
テ
ム
開
発
の
演
習
や
デ
ー
タ
分
析
、

事
業
紹
介
、
座
談
会
が
あ
り
、
最
終
日
に
は

発
表
が
行
わ
れ
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で

し
た
。

　

特
に
私
が

学
び
感
じ
た

こ
と
は
、
Ｓ

Ｅ
（
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
に
求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ

い
て
で
す
。
演
習
で
は
他
大
学
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
生
と
協
力
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
、
チ

ー
ム
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
大
変
さ

や
達
成
感
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

　

こ
と
ば
の
使
い
方
が
荒
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

相
手
の
揚
げ
足
を
取
っ
た
り
、
関
係
の
な
い
例
を
持
ち
出
し
て

反
論
し
た
ふ
り
を
し
た
り
す
る
。
ま
る
で
「
論
破
ご
っ
こ
」
で

す
。
こ
の
悲
惨
な
現
状
を
少
し
で
も
よ
く
す
る
た
め
の
「
世
界

の
語
り
方
」
に
つ
い
て
、
こ
と
ば
の
専
門
家
で
あ
る
斎
藤
美
奈

子
さ
ん（
文
芸
評
論
家
）、
武
田
砂
鉄
さ
ん（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

の
お
二
人
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
自
由
に
討
論
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
会
場
と
の
質
疑
応
答
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
司
会
・
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
本
学
学
長
の
越
智
敏
夫
が
務
め
ま
す
。
本

学
学
生
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
市
民
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

　

１
９
５
６
年
生
ま
れ
、
文

芸
評
論
家
。
新
潟
市
出
身
。

成
城
大
学
経
済
学
部
卒
。
児

童
書
の
編
集
者
を
経
て
、
１

９
９
４
年
、『
妊
娠
小
説
』で

文
芸
評
論
家
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
。
朝
日
新
聞
書
評
委
員
、

文
藝
賞
選
考
委
員
な
ど
を
務

め
、
２
０
０
８
年
4
月
〜
２

０
１
２
年
3
月
朝
日
新
聞
の

文
芸
時
評
を
担
当
。
著
書
多

数
。

　

１
９
８
２
年
生
ま
れ
、
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ラ
ジ
オ
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
。
東
京
都

東
大
和
市
出
身
。
成
城
大
学

経
済
学
部
卒
。
時
事
問
題
や

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
書
籍
の

編
集
者
を
経
て
、
執
筆
活
動

に
入
る
。
２
０
１
５
年
、『
紋

切
型
社
会
』
で
第
25
回
Ｂ
ｕ

ｎ
ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
ド
ゥ
マ
ゴ

文
学
賞
な
ど
を
受
賞
。
著
書

多
数
。

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
自

分
の
知
識
不
足
も
痛
感
し
、
こ
れ
か
ら
知
識

を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

事
業
紹
介
で
は
、
部
署
ご
と
の
顧
客
の
違

い
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
じ
る
楽
し
さ
や
苦

労
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、

座
談
会
で

は
、
職
場
の

雰
囲
気
や
普

段
の
過
ご
し
方
な
ど
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
将
来
の
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
終
日
に
行
わ
れ
た
報
告
会
で
は
、

資
料
作
り
や
演
習
を
通
し
た
自
己
分
析
の
発

表
を
行
い
、
着
眼
点
や
長
所
・
短
所
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
Ｉ
Ｔ
業
界
へ

の
理
解
を
深
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

知
識
を
学
び
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完

成
さ
せ
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
今
後
の
大
学
生
活

と
就
職
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
学
主
催
の
「
第
9
回
新
潟
県
高
校
生
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
7
月
23
日
、

本
校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
英
語
を
学
ぶ

若
者
が
世
界
の

異
文
化
や
諸
問

題
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
英

語
学
習
充
実
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「How

 could social 
m
edia be used to attract m

ore resid-
ents to Niigata?

」で
す
。
県
内
の
高
等
学

校
・
中
等
教
育

学
校
5
校
か
ら

11
名
の
生
徒
が
参
加
。
38
人
の
聴
衆
が
耳
を

傾
け
る
中
で
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
英
語
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
テ
ー
マ
の
適
切
さ
、
発
音
、
視

線
、
表
情
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
、
質
問
の

理
解
度
と
回

答
の
的
確
さ
な
ど
に
よ
る
総
合
的
な
評
価
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
開
志
国
際
高

校
3
年
金
小
童
さ
ん
＝
写
真
、
優
秀
賞
に
上

越
高
校
1
年
小
林
詩
さ
ん
、
同
校
2
年
武
藤

ミ
コ
ジ
ェ
レ
ル
さ
ん
、
審
査
員
特
別
賞
に
巻

高
校
2
年
吉
田
彩
花
さ
ん
、
開
志
国
際
高
校

1
年
李
禹
霖
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　

次
回
以
降
も
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
高

校
生
の
英
語
レ
ベ
ル
向
上
と
、
新
潟
県
の
国

際
化
へ
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

3
大
学
合
同
で
開
催

Ｓ
Ｋ
Ｙ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

Ｓ
Ｋ
Ｙ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

BSNアイネット

（
国
際
交
流
委
員
長　

安
藤 

篤
也
）

最
優
秀
賞
に
金
小
童
さ
ん

見
え
て
き
た
課
題
と
自
信

　 

　 

シ
ス
テ
ム
開
発
で
達
成
感
味
わ
う

（
開
志
国
際
高 

３
年
）

事業紹介を受ける古室さん（中央右）と参加学生たち（
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
）

学外実習

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

3
年　

古
室 

俊
来
）

開学30周年記念事業 ３つの公開シンポジウムを開催

講
師

斎
藤 

美
奈
子

（
さ
い
と
う
・
み
な
こ
）

講
師

武
田 

砂
鉄

（
た
け
だ
・
さ
て
つ
）

だいしほくえつ
ホール

参加無料・先着250名

公開
討論会

世界の
語り方
世界の
語り方
12月2日（土）
14:00～16:00

新潟国際情報大学
新潟中央キャンパス

経営情報学部

シンポジウム

11月23日（木・祝）
9:00～17:00

【午前の部】 【午後の部】

各シンポジウムの申込方法など詳細は本学ホームページをご確認ください。

南雲 彩花（BSNアイネット技術開発部）

14回のハンズオンによる
AI実践教育：「人・AI協働」の入口に立つ

齋藤 裕（新潟大学ビッグデータアクティベーション研究センター特任准教授）

学部生必修のデータサイエンス・
AI教育動向整理

中田 豊久（本学経営情報学部准教授）

AI教育のためのゲームプログラミング

湯川 高志（長岡技術科学大学工学研究科教授）

長岡技術科学大学における
学部・修士一貫教育を見据えたAI技術の教育

本間 希樹（国立天文台水沢VLBI観測所所長・教授）

【基調講演】ブラックホール観測と機械学習

藤田 晴啓（本学経営情報学部長）

Neuro92（1995）から
生成AIの開発（2023）まで

河野 一隆（東京国立博物館学芸研究部長）

CycleGANsを応用した文化財の画像復元

市川 健太（BSNアイネット技術開発部マネジャー代理）

ChatGPTの生成技術と社会への影響

山川 宏（全脳アーキテクチャ・イニシアティブ代表）

超知能と人類の架け橋としてのヒト脳型AI

9：00～12：00 13：00～17：00

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

機械学習教育と
生成AIの未来像
ヒトはAIを
制御できるか？

14:00
14:40

13:00
14:00

09:10
09:50

09:50
10:30

10:30
11:10

11:10
11:50

14:40
15:20

15:20
16:00

16:00
17:00

参加無料・対面先着200名
オンライン参加可能

開学30周年
記念事業

開催のお知らせ

国際学部のシンポジウムは３月に開催します。次号（1月発刊）で詳細をお知らせします。 
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本
学
と
新
潟
青
陵
大
学
、
新
潟
薬
科
大
学
の
3
大

学
合
同
に
よ
る「
S
K
Y
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」が
、
8

月
30
日
に
新
潟
青
陵
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
「
公
務
員
」
を
軸
に
進
路
を
考
え
て
も
ら
う

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
20
名
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
で
は
公
務
員
試
験
の
概
要
や
試

験
対
策
方
法
の
講
義
、
後
半

で
は
人
物
試
験
を
想
定
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
初
挑
戦
の
学
生
が
多
い

中
、
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
な

が
ら
意
見
を
ま
と
め
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

で
は
学
生
の
希
望
す
る
進
路

実
現
に
向
け
た
企
画
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

 １）研究論文・図書
小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2023年5月）"From a Foreign Language to own Language: Resolving Conflicts Over English 

Education in Japan," Asian Englishes, Taylor & Francis, Vol.25, No.2（234-247）
藤本　直生（国際文化学科・准教授）
・（2023年7月）Fujimoto-Adamson "From JTE to team-teaching researcher: Autoethnographic 

reflections," Team Teachers in Japan: Beliefs, Identities, and Emotions, Routledge, Vol.3
（32-43）

山田　裕史（国際文化学科・准教授）
・（2023年7月）山田裕史、新谷春乃「安定的な世襲の実現に向けて――2023年カンボジア総選

挙」『IDEスクエア――世界を見る眼』アジア経済研究所（12頁）
・（2023年8月）山田裕史、新谷春乃「世襲環境が整う――2023年カンボジア総選挙」『IDEスク

エア――世界を見る眼』アジア経済研究所（11頁）　

 ２）学会・研究会・講演等
今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2023年9月2日）「主観的アンダーエンプロイメントの測定：日本語版尺度の信頼性と妥当性の

検証」産業・組織心理学会第38回大会（静岡県立大学）
木村　誠（経営学科・教授）
・（2023年6月17日）「生成系AIを用いたVensimモデルからJulia コードへの変換」JSDカンファレ

ンス2023（専修大学・神田校舎）
小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2023年9月2日）"CLIL, EMI or Mandarin+? Taiwan’s Path Towards a Bilingual Nation," 

NEAR Conference 2023（新潟県立大学）
佐藤　泰子（国際文化学科・講師）
・（2023年8月16日） 1 ) Yuka Aizawa "The Current Status and Issues of Inbound Business in 

Japan with after the Virus: New Challenges for Niigata Prefectural Tourism Content 
Development by NUIS Students,"  2 ) Ayaka Aoki "What Makes Two East Asian Countries 
Make or Break their English Education?,"  3 ) Ichi Konta "Exploring Effective Paraphrasing 
Techniques in Higher Institutions: Putting Theory into Practice Without Generative AI,"  The 
21st International conference for Media in Education （Wenzhou University）

藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2023年8月30日～9月1日）「一般女子学生及び女子学生競技者における筋力評価尺度としての

バーベル挙上能力について－ウエイトトレーニングの三大基本種目の１RM合計重量による評
価－」日本体育・スポーツ・健康学会第73回大会（京都市・同志社大学）

藤田　美幸（経営学科・准教授）
　（2023年9月1日～3日）
・「まちあるきが健康消費行動に与える影響: Well beingの視点からの一考察」藤田美幸、須賀由

紀子、土屋薫
・「大学生を起点とするまちあるきによる循環型社会関係資本形成モデルの開発」須賀由紀子、

土屋薫、藤田美幸
・「オンラインまちあるきによる関係人口創出の試み」土屋薫、須賀由紀子、藤田美幸
　地域活性学会 第15回研究大会（芸術文化観光専門職大学）
山田　裕史（国際文化学科・准教授）
・（2023年7月15日）山田裕史、新谷春乃「2023年総選挙を控えたカンボジア政治：最大野党の排

除と人民党の世代交代」第17回日本カンボジア研究会（早稲田大学・オンライン）
・（2023年6月18日）「国連暫定統治後のカンボジアにおける非民主化と権威主義強化」日本比較

政治学会 第26回大会（山梨大学）

教員の活動（本人申告による）
 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（経営学科・教授）
・（2023年4月より新規～2027年3月）日本学術振興会基盤研究C一般「衰退産業における新たな成

長戦略としての持続的成長モデルとイノベーションの探究」研究代表者
・（2023年4月より新規～2026年3月）日本学術振興会基盤研究C一般 "A comparative study on 

subjective well-being in organizations: How to nurture, share and leverage positive emotions 
in a remote work environment"（邦訳：組織における主観的幸福感の比較研究： リモートワー
ク環境でポジティブな感情を育み、共有し、活用する方法）研究分担者

小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2023年7月より新規～2024年6月）公益財団法人かんぽ財団令和5年度調査研究助成「コロナ禍

の経験によるウェルビーイングの意識変化の解明」個人研究

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
内田　亨（経営学科・教授）
・（2023年5月31日）『ちょこっとGlobal 新潟から世界へ』経営学科 内田ゼミ作成

（https://www.nuis.ac.jp/29066-2/）
・（2023年6月8日より継続～2024年6月7日）新潟県生産性本部常任理事
小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2023年6月10日～7月15日）公開講座「Taiwan's New Leaders: Glocal Voices 台湾のニューリー

ダーから学ぶ英語」（新潟国際情報大学社会連携センター）
小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2023年8月7日より新規）佐潟周辺自然環境保全連絡協議会　座長

佐藤　泰子（国際文化学科・講師）
・（2023年5月27日～7月29日）「新潟の隠れた宝・魅力を『英語』で発信 ～おもてなし英語とそ

の実践～」（新潟国際情報大学社会連携センター）
藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2023年8月10日～12日）第45回北日本学生陸上競技対校選手権大会　副大会長（弘進ゴムアス

リートパーク仙台）
藤田　美幸（経営学科・准教授）
・（2023年6月1日～新規）新潟市西蒲区新庁舎基本構想検討会議　委員（座長）（新潟市）
・（2023年9月1日～3日）地域活性学会　第15回研究大会　大会実行委員会委員（芸術文化観光専

門職大学）
・（2023年9月より新規～2024年8月）地域活性学会　第8期理事
山田　裕史（国際文化学科・准教授）
・（2023年5月より新規～11月）「2023年カンボジア総選挙：ポスト・フン・セン時代に向けた集

団的権力継承」研究会主査（アジア経済研究所）
・（2023年5月11日）『毎日新聞』朝刊「カンボジア　ポル・ポト死去25年」にコメント掲載
・（2023年6月27日）『日本経済新聞』電子版「カンボジア独裁首相、秒読み『権力世襲』への用

意周到」にコメント掲載
・（2023年7月）7月12日付『中國新聞SELECT』、7月23日付『朝日新聞デジタル』、同『日本経

済新聞』（電子版）、同『NHKニュース』（NHK NEWS WEB）、7月24日付『読売新聞』、
同『新潟日報』など地方紙12紙、7月27日付『朝日新聞』にカンボジア総選挙に関するインタビ
ュー記事とコメント掲載

・（2023年8月）8月21日付『朝日新聞デジタル』、8月23日付『毎日新聞』、8月27日付『朝日新
聞』、8月28日付『信濃毎日新聞』（夕刊）、8月30日付『中國新聞SELECT』にカンボジア新
政権に関するコメント掲載

・（2023年8月より新規～2024年3月）「アジア諸国の動向分析」研究会委員（アジア経済研究所）

　

私
は
8
月
17
日
か
ら
10
日
間
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ア

イ
ネ
ッ
ト
（
本
社
・
新
潟
市
）
の
学
外
実
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
参
加
し
た
実
習
で

は
、シ
ス
テ
ム
開
発
の
演
習
や
デ
ー
タ
分
析
、

事
業
紹
介
、
座
談
会
が
あ
り
、
最
終
日
に
は

発
表
が
行
わ
れ
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で

し
た
。

　

特
に
私
が

学
び
感
じ
た

こ
と
は
、
Ｓ

Ｅ
（
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
に
求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ

い
て
で
す
。
演
習
で
は
他
大
学
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
生
と
協
力
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
、
チ

ー
ム
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
大
変
さ

や
達
成
感
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

　

こ
と
ば
の
使
い
方
が
荒
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

相
手
の
揚
げ
足
を
取
っ
た
り
、
関
係
の
な
い
例
を
持
ち
出
し
て

反
論
し
た
ふ
り
を
し
た
り
す
る
。
ま
る
で
「
論
破
ご
っ
こ
」
で

す
。
こ
の
悲
惨
な
現
状
を
少
し
で
も
よ
く
す
る
た
め
の
「
世
界

の
語
り
方
」
に
つ
い
て
、
こ
と
ば
の
専
門
家
で
あ
る
斎
藤
美
奈

子
さ
ん（
文
芸
評
論
家
）、
武
田
砂
鉄
さ
ん（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

の
お
二
人
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
自
由
に
討
論
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
会
場
と
の
質
疑
応
答
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
司
会
・
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
本
学
学
長
の
越
智
敏
夫
が
務
め
ま
す
。
本

学
学
生
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
市
民
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

　

１
９
５
６
年
生
ま
れ
、
文

芸
評
論
家
。
新
潟
市
出
身
。

成
城
大
学
経
済
学
部
卒
。
児

童
書
の
編
集
者
を
経
て
、
１

９
９
４
年
、『
妊
娠
小
説
』で

文
芸
評
論
家
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
。
朝
日
新
聞
書
評
委
員
、

文
藝
賞
選
考
委
員
な
ど
を
務

め
、
２
０
０
８
年
4
月
〜
２

０
１
２
年
3
月
朝
日
新
聞
の

文
芸
時
評
を
担
当
。
著
書
多

数
。

　

１
９
８
２
年
生
ま
れ
、
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ラ
ジ
オ
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
。
東
京
都

東
大
和
市
出
身
。
成
城
大
学

経
済
学
部
卒
。
時
事
問
題
や

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
書
籍
の

編
集
者
を
経
て
、
執
筆
活
動

に
入
る
。
２
０
１
５
年
、『
紋

切
型
社
会
』
で
第
25
回
Ｂ
ｕ

ｎ
ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
ド
ゥ
マ
ゴ

文
学
賞
な
ど
を
受
賞
。
著
書

多
数
。

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
自

分
の
知
識
不
足
も
痛
感
し
、
こ
れ
か
ら
知
識

を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

事
業
紹
介
で
は
、
部
署
ご
と
の
顧
客
の
違

い
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
じ
る
楽
し
さ
や
苦

労
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、

座
談
会
で

は
、
職
場
の

雰
囲
気
や
普

段
の
過
ご
し
方
な
ど
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
将
来
の
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
終
日
に
行
わ
れ
た
報
告
会
で
は
、

資
料
作
り
や
演
習
を
通
し
た
自
己
分
析
の
発

表
を
行
い
、
着
眼
点
や
長
所
・
短
所
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
Ｉ
Ｔ
業
界
へ

の
理
解
を
深
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

知
識
を
学
び
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完

成
さ
せ
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
今
後
の
大
学
生
活

と
就
職
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
学
主
催
の
「
第
9
回
新
潟
県
高
校
生
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
7
月
23
日
、

本
校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
英
語
を
学
ぶ

若
者
が
世
界
の

異
文
化
や
諸
問

題
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
英

語
学
習
充
実
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「How

 could social 
m
edia be used to attract m

ore resid-
ents to Niigata?

」で
す
。
県
内
の
高
等
学

校
・
中
等
教
育

学
校
5
校
か
ら

11
名
の
生
徒
が
参
加
。
38
人
の
聴
衆
が
耳
を

傾
け
る
中
で
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
英
語
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
テ
ー
マ
の
適
切
さ
、
発
音
、
視

線
、
表
情
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
、
質
問
の

理
解
度
と
回

答
の
的
確
さ
な
ど
に
よ
る
総
合
的
な
評
価
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
開
志
国
際
高

校
3
年
金
小
童
さ
ん
＝
写
真
、
優
秀
賞
に
上

越
高
校
1
年
小
林
詩
さ
ん
、
同
校
2
年
武
藤

ミ
コ
ジ
ェ
レ
ル
さ
ん
、
審
査
員
特
別
賞
に
巻

高
校
2
年
吉
田
彩
花
さ
ん
、
開
志
国
際
高
校

1
年
李
禹
霖
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　

次
回
以
降
も
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
高

校
生
の
英
語
レ
ベ
ル
向
上
と
、
新
潟
県
の
国

際
化
へ
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

3
大
学
合
同
で
開
催

Ｓ
Ｋ
Ｙ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

Ｓ
Ｋ
Ｙ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

BSNアイネット

（
国
際
交
流
委
員
長　

安
藤 

篤
也
）

最
優
秀
賞
に
金
小
童
さ
ん

見
え
て
き
た
課
題
と
自
信

　 
　 

シ
ス
テ
ム
開
発
で
達
成
感
味
わ
う

（
開
志
国
際
高 

３
年
）

事業紹介を受ける古室さん（中央右）と参加学生たち（
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
）

学外実習

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科 

3
年　

古
室 

俊
来
）

開学30周年記念事業 ３つの公開シンポジウムを開催

講
師

斎
藤 

美
奈
子

（
さ
い
と
う
・
み
な
こ
）

講
師

武
田 

砂
鉄

（
た
け
だ
・
さ
て
つ
）

だいしほくえつ
ホール

参加無料・先着250名

公開
討論会

世界の
語り方
世界の
語り方
12月2日（土）
14:00～16:00

新潟国際情報大学
新潟中央キャンパス

経営情報学部

シンポジウム

11月23日（木・祝）
9:00～17:00

【午前の部】 【午後の部】

各シンポジウムの申込方法など詳細は本学ホームページをご確認ください。

南雲 彩花（BSNアイネット技術開発部）

14回のハンズオンによる
AI実践教育：「人・AI協働」の入口に立つ

齋藤 裕（新潟大学ビッグデータアクティベーション研究センター特任准教授）

学部生必修のデータサイエンス・
AI教育動向整理

中田 豊久（本学経営情報学部准教授）

AI教育のためのゲームプログラミング

湯川 高志（長岡技術科学大学工学研究科教授）

長岡技術科学大学における
学部・修士一貫教育を見据えたAI技術の教育

本間 希樹（国立天文台水沢VLBI観測所所長・教授）

【基調講演】ブラックホール観測と機械学習

藤田 晴啓（本学経営情報学部長）

Neuro92（1995）から
生成AIの開発（2023）まで

河野 一隆（東京国立博物館学芸研究部長）

CycleGANsを応用した文化財の画像復元

市川 健太（BSNアイネット技術開発部マネジャー代理）

ChatGPTの生成技術と社会への影響

山川 宏（全脳アーキテクチャ・イニシアティブ代表）

超知能と人類の架け橋としてのヒト脳型AI

9：00～12：00 13：00～17：00

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

機械学習教育と
生成AIの未来像
ヒトはAIを
制御できるか？

14:00
14:40

13:00
14:00

09:10
09:50

09:50
10:30

10:30
11:10

11:10
11:50

14:40
15:20

15:20
16:00

16:00
17:00

参加無料・対面先着200名
オンライン参加可能

開学30周年
記念事業

開催のお知らせ

国際学部のシンポジウムは３月に開催します。次号（1月発刊）で詳細をお知らせします。 
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本
学
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
事
業
な
ど
を
業
務
と
す
る
自

然
電
力
株
式
会
社（
本
社
・
福
岡
市
）の

包
括
連
携
に
関

す
る
覚
書
締
結

式
が
、
7
月
21

日
に
本
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
に
設
立
さ
れ
た
同
社
は

「
青
い
地
球
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
の
理

念
を
掲
げ
、
太
陽
光
・
風
力
・
小
水
力

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の

開
発
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
国
内
外
で
1

ギ
ガ
ワ
ッ
ト
以
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、地
域
開
発
に
も
力
を
入
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
一
体
と
な
っ

た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
地
域
に
根
付
い
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
学
生
主
体
で
実
践
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、両
者
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

若
い
世
代
や
地
域
社
会
に
向
け
た
新
た

な
企
画
提
案
や
情
報
発
信
を
行
い
、
新

潟
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る

と
意
見
が
一
致
し
、
包
括
連
携
へ
と
至

り
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
は
、
越
智
敏
夫
学
長
が
包

括
連
携
の
意
義
や
可
能
性
に
つ
い
て
述

べ
、
続
い
て
同
社
を
代
表
し
て
執
行
役

員
の
瀧
口
直
人
氏
が
「
地
方
活
性
化
の

た
め
の
人
材
育
成
」
や
「
営
農
型
太
陽

光
発
電
」
な
ど
、
本
県
で
の
活
動
に
つ

い
て
基
本
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
人
材
育
成
や
地
域
連
携
を
テ

ー
マ
に
し
た
本
学
学
生
、
社
会
人
向
け

の
寄
付
講
座（
全
3
回
）を
10
月
、
11
月

と
来
年
2
月
に
開
催
し
ま
す
。

　

本
学
は
夏
休
み
中
の
小
学
生
を
対
象

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ス
タ

ー
に
な
ろ
う
！
」
を
7
月
30
日
に
、
本

校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
き
ま
し

た
。
本
学
は
令
和
4
年
に
新
潟
市
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
連
携
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
今
回

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及

啓
発
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
新
潟
市
と
共
同
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
合
わ
せ
て
45
名
の

小
学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
て
、
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た

小
学
生
た
ち
は
、
学
生
に
指
導
さ
れ
な

が
ら
思
い
思
い
の
色
の
ロ
ウ
ソ
ク
材
料

を
カ
ッ
プ
に
詰
め
、
真
剣
な
表
情
で
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ロ

ウ
ソ
ク
材
料
は
、
民
間
の
仏
具
販
売
業

や
冠
婚
葬
祭
業
の
福
宝
、
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ

新
潟
、
ア
ー
ク
ク
ラ
ブ
迎
賓
館
新
潟
か

ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
使
用
済
み
ロ
ウ

ソ
ク
を
再
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　

続
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
ゲ
ー
ム
「
Ｇ

ｅ
ｔ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
」
を
体
験

し
ま
し
た
。
最
初
の
ゲ
ー
ム
は
グ
ル
ー

プ
の
中
で
「
誰
が
一
番
高
得
点
を
取
れ

る
か
」
、
次
の
ゲ
ー
ム
は
「
参
加
者
全

員
で
目
標
の
点
数
を
取
れ
る
か
」
と
い

う
ル
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を

継
続
す
る
工
夫
や
、
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
経

験
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
「
持

続
可
能
性
」
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、

で
き
上
が
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
と
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
マ
ス
タ
ー
」
の
認
定
証
を
受
け
取

り
ま
し
た
。　

会
で
、
当
研
究
室
で
は
毎
年
、
発
表
を

し
て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
本
学
か
ら
参
加
し
た
4
年
生
の

3
名
（
今
田
壱
、相
澤
裕
花
、

青
木
綾
香
）
は
提
出
論
文
の

査
読
を
経
て
、
本
学
会
に
正

式
に
招
聘
さ
れ
、
英
語
で
発

表
を
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
大
学
の
基
礎
英
語

教
育
に
お
け
る
効
果
的
な
パ

ラ
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
の
探
求
：

生
成
Ａ
Ｉ
使
用
前
の
理
論

と
実
践
」
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
、
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
者
の

上
位
20
％
に
与
え
ら
れ
る

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

海
外
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
国
際
舞
台
へ
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
、佐
藤
泰
子
研
究
室
は
、8
月

16
日
か
ら
18
日
ま
で
中
国
の
温
州
大
学

で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会
「The 21st 

International Conference for M
e-

dia in Education

（ICoM
E 2023

）」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
学
会
は
、
日
本
教
育
メ
デ
ィ
ア
学

会（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）、
中
国
教
育
工
学
会

（
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｔ
）な
ど
が
連
携
す
る
国
際
学

「Young Scholar A
w
ard

」

　

「
漢
語
橋
」

世
界
大
学
生
コ

ン
テ
ス
ト
日
本

予
選
を
兼
ね
た

全
日
本
大
学
生
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
が
5
月

27
、
28
日
に
札
幌
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
漢
語
橋
」
は
中
国
語
を
学
ぶ
世
界
の
大
学

生
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
中
国

と
世
界
の
若
者
を
結
ぶ
懸
け
橋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
学
か
ら
国
際
文
化
学
科
3
年
の
霜

鳥
仁
さ
ん
と
橋
本
佳
樹
さ
ん
の
2
名
が
出
場

し
、
霜
鳥
さ
ん
は
第
2
位
に
入
賞
、
橋
本
さ

ん
は
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
国
際
文
化
学
科
　
4
年
　
今
田 

壱
）

学習ゲームをする本学学生と小学生

学
生・社
会
人
向
け
の
寄
付
講
座
も

目
指
せ  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ス
タ
ー

新
潟
市
と
親
子
セ
ミ
ナ
ー
共
催

自
然
電
力
㈱
と
覚
書
締
結

自
然
電
力
㈱
と
覚
書
締
結

し
ょ
う
へ
い

越智学長（写真左）と瀧口代表理事（写真右）

か
ん
ご
ば
し

写真左が霜鳥仁さん、
右が橋本佳樹さん

中国での国際学会に参加した佐藤泰子研究室メンバー
左から今田さん、相澤さん、青木さん、佐藤先生

「
漢
語
橋
」世
界
学
生
コ
ン
テ
ス
ト

霜
鳥
仁
さ
ん  

橋
本
佳
樹
さ
ん
が
入
賞

ICoME2023で論文発表国際学会

屋内
イベント

文化講演会
体育館ステージ

開学30周年
記念事業の概要 2面

自然電力㈱と覚書締結自然電力㈱と覚書締結 4面

 ―学外実習見えてきた課題と自信  ―学外実習
高校生英語スピーチコンテスト

3面

3面

屋外ステージ
模擬店
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